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育成委員会だより

　11月２日㈯コミュニティふらっと本天沼に39名の児童が集まりました。
「どんな柄にしようかな」「何色にしよう」「僕はお母さんの箸を作る！」
ワクワクが溢れています。その日は朝から冷たい雨が降っていましたが、部
屋の中はあっという間に皆の熱で温まりました。
　最初に講師の箸専門メーカー㍿兵左衛門の時田響子さんにお話を伺いまし
た。『はし』という言葉の意味などお箸に関する知識やマナークイズ、数々
の興味深いお話に「え〜〜‼知らなかった‼」会場からはそんな声が溢れてい
ました。
　お箸について詳しくなったところでいよいよMy箸作りがスタート。まずは
自分に合ったサイズにお箸をカットします。『親指と人差し指を直角にして
親指から人差し指の長さの1.5倍』これがちょうど良いお箸の長さです。小さ
なノコギリで切る作業は皆真剣！お友達と協力してのカットが終わるとヤス
リがけをして箸頭を丸め、いよいよ色付けです。
　今回使われたお箸は折れたバットを回収して再加工されたというもので
す。最初は均一だった箸は２つとして同じものはない彩り豊かなMy箸に生ま
れ変わり、皆満足気の笑顔で染め終わった箸を見せてくれました。

（中村　朋美）

持ちかたの確認も

お箸の知育教室



大 根 収 穫 体 験

　10月14日（月祝）に、今年度は子どもたちが通う天沼小学校のア
リーナでおまつりを行うことができました。
　今年のステージは、前半のお客さんも後半のお客さんも見られる
よう前半と後半の間に行いました。会場はほぼ満員。上荻児童館の
チアダンス、天沼児童館の皿回し・けん玉・ダンス、天沼中学校吹
奏楽部の演奏を25分と短い時間でしたが、「とても楽しめた」と大
好評でした。
　児童館の子どもたちは７月から準備を始め、景品作り、２回のリ
ハーサルと準備を重ね、当日を迎えました。当日、子どもたちはと
てもがんばって工夫してお客さんに対応していて見事でした。天沼
中学校の中学生ボランティアの皆さんも、一人ひとりのお客さんに
合った対応を考えて接してくださっていたのだなと感心しました。
　大人実行委員会は天沼小学校をはじめ19の機関や団体が参加し、
子どもたちを支えてくださいました。参加した方々から「地域のつ
ながりを強く感じられるおまつりだった」と感想を寄せていただき
ました。毎年行われ、地域のおまつりとして定着するよう、今後も
ご理解ご協力お願いいたします。

（上荻児童館館長　　清水　弘美）

　12月21日㈯ 晴天のもと、清水２丁目の松原宏武さんの畑で大根の
収穫体験を行いました。残念ながらインフルエンザ等の影響か欠席
が10名以上出て、杉九小19名、天沼小38名の参加でした。当日は寒
さが少し緩んでいましたが、それでも畑の中は霜柱できらきらして
いました。
　清水の森公園に集合した子どもたちは、受付で番号ワッペンと班
分けのバンダナをもらって身につけ、３つの班に分かれて１班ずつ
畑に向かいます。畑に入る前に松原さんから、「今年は猛暑のあと
雨が少なく大根の大きさがバラバラですが、頑張って収穫してくだ
さい。葉っぱではなく少し土から出ている大根の首を持って、少し
揺らしてから上へ引っ張ると抜けますよ」と抜き方を教えて頂き、
１列に並んでいよいよ大根畑へ。
　ちょうどいい大きさの大根を選んで自分の大根が決まると、両手
でしっかり大根を握って抜いていきます。すぐ抜けて「大きくて重
い！」「なんか変な形〜」という声も聞こえましたが、なかなか抜
けない子も。でも少し手伝ってもらえば、するっと大根が抜けまし
た。
　全員収穫出来たら畑を出て松原さんに挨拶してから清水の森公園
に戻りました。　　　　　　　　　　　　　　　　  （石田　幸代）

天沼小学校地域子育てネットワーク事業　第２回 たのしさバクハツ！天沼まつり



おばけめいろ

宝石さがし

プラレール射的

おえかきウォールトランポリン

フォトスポット

　９月14日㈯ 低学年向けに、株式会社ステップ総合研究所による体験型安全教室を
開催しました。早稲田大学の学生も交え、あやしい人について学び、自分で自分を
守る方法を体験しました。また、家に到着しても後ろを振り向いて安全を確認して
から家に入ることも再確認しました。
　10月６日㈯は高学年が、清永奈穂先生からSNSの安全な使い方について学びまし
た。被害者にも加害者にもなり得るSNSですが、災害時には地域の人が情報発信で
繋がり被害から逃れた例もあり、よりよい社会にする道具ともなります。発達段階
に沿って、丁寧にルールや使い方を話し合い、見直していくことの大切さを親子で
考えました。

　２月22日㈯ 杉九小学校PTA主催のすぎく防災教室2025
が行われました。最初に12月に募集していた防災標語コ
ンテスト優秀賞の発表があり、続いて、天沼消防署の方か
ら防災についての話を伺い、グループに分かれて、消火器
体験・けむり体験・起震車体験・救急法体験（応急処置・
AED）・防災クイズコーナーを回り、非常食の試食、防災
倉庫の見学を行いました。

　11月９日㈯、今年も事前準備から地域の方にご
協力いただき、ヨーヨー釣りやポップコーン、輪投
げ、バルーンアート、お話し会などたくさんのお店
が体育館と学童クラブ室に並びました。受付開始前
には、入場門にたくさんの参加者の方が並び、イベ
ントが始まるのを楽しみに待っていました。
　昨年よりも一つひとつのお店をゆっくりと楽しむ
親子や、全部のお店をまわる子どもたち、地域の方
とのたくさんの交流もみられるイベントとなりまし
た。
　ご参加いただいた皆様、ご協力いただきました地
域の皆様に改めて感謝申し上げます。
（杉九小放課後等居場所事業 すぎくラブ　加藤　崇）

杉九小学校地域子育てネットワーク事業　すぎくラブ秋祭り
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編集担当：佐藤・齊藤・広瀬・成田
当育成委員会のホームページがあります。こちらからご覧ください。　➡

令和６年度　行  事  報  告
新旧常任委員会 ５月22日
定期総会 ６月５日
野球大会監督会議 ６月12日
野球大会準備委員会 ７月17日
青少年非行防止講座 ７月17日
とうもろこし収穫体験　　　  雨天のため中止
有害環境改善パトロール ７月22日
少年野球大会 ７月27日
すぎくラブ　かがやけ！みんなの夏休み ７月27日
天沼小防犯教室 ９月14日・10月６日
たのしさバクハツ！天沼まつり 10月14日

広報「あまぬま」第88 号発行 10月15日
お箸の知育教室 11月２日
すぎくラブ秋祭り 11月９日
常任委員会 12月11日
大根収穫体験 12月21日
委員研修（見学）  １月９日
すぎく防災教室  ２月22日
広報「あまぬま」第89 号発行  ３月10日
常任委員会  ３月12日
ボウリング教室  ３月31日

訃　　　報
　本会元会長の竹之内昭子さんが1月8日、
育成委員の稲川登史子さんが 2 月 20 日に
永眠されました。
　天沼地域の子どもたちを見守り、本会を
支えていただいたご功労に感謝と敬意を表
しますとともに、謹んでお悔やみ申し上げ
ます。

　１月９日㈭、旧杉四小の校舎を利用した科学体験施設『イマ
ジナス』と、水害を防ぐために環状７号線の地下に作られた
『地下調節池』と取水口の水門などを管理する『善福寺川取水
施設』を見学、体験しました。
『イマジナス』は求める結果を出すために「考え、試し、やり
直す」を繰り返す遊びができたり、シアター形式で科学実験を
観ることができるなど、子どもも大人も楽しめて、考えること
が楽しくなる施設でした。
　都市型水害を防ぐための地下調節池という巨大トンネルが環
七という幹線道路の下に作られていることは興味深く、これが
できたおかげで台風により大雨で3,000棟以上の浸水被害の出
た地域で、その後同規模の台風が来た時には50棟以下の被害で
済んだという実績にも驚きました。　　　　　 （浅賀　由美）

七色に変わるアートの開発

夢の最速 or 最遅カーの開発

夢のジェットコースターの開発

風力運搬システムの試験

卒業・進級
おめでとう

３月３１日㈪
第17回

小中学生のための

委　員　研　修

ボウリング教室
開催！


